
2019 年 8 月度	 ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）議事要旨	 

日	 時：8 月 22 日（木）	 10：00～12：00	 

場	 所：ゴルフダイジェスト社	 会議室	 	 

司	 会：事務局	 平野（JGGA）	 

議事録：	 NGK	 

	 

１．	 開会挨拶	 手塚委員長	 

AIG 全英女子オープンで優勝した渋野日向子プロが「スマイルシンデレラ」として脚光を浴び、

ブームの兆しを見せているが、以前の松山英樹ブームも一時期マスコミが騒いだだけで、ゴルフ

界は市場活性化に生かし切れなかった。今回こそは、市場活性化に結びつけるように GMAC で方策

検討等が行えれば良いと考える。	 

	 

２．報告・検討事項	 	 	 

（１）「大学のゴルフ授業研究会」の報告	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 資料参照	 

	 	 	 ①2019 年度「G ちゃれ」開催経過と今後の予定	 第 71 回～88 回	 	 

8/17 現在、延べ参加者数:1214 名	 

	 	 	 ②リレー掲載「我が大学のゴルフ授業」、ゴルフ用品提供に対する各大学の「喜びの声」	 

	 	 	 ③全国大学体育連合関連予定(大体連研修部長:北徹朗)	 

	 	 	 	 ・2019 年度大学体育全国研修会	 8/26～29	 於：新潟県佐渡市	 

	 	 	 	 ・2019 年度大学体育指導者養成研修会	 3/9～11	 於:帝京科学大学東京千住キャンパス	 

	 	 	 ④大学ゴルフ授業研究会の Facebook アカウント変更	 

	 	 	 ⑤中古ボール提供システムに関する調査	 [目的:大学への寄付が出来ないか]	 

	 	 	 	 	 授業で使用する(実球)に関する調査を「大学ゴルフ授業研究会世話人メーリングリスト」

(約 120 名登録)で実施。	 

	 	 	 	 [調査]・調査機関:7/28～8/8	 ・回答大学：15 大学	 	 ・インターネット調査(大半が記名)	 

	 	 	 	 [結果]	 需要:7,000 球	 	 	 [課題]	 発送手段・費用負担	 	 

	 	 	 	 	 	 需要予測 7,000 球の寄贈間隔を明確にし、大学所在地の店舗と大学の地域連携が図れれ

ば、必要に応じて大学に寄付出来る。したがって、パイプ役として GMAC が後援するか否

か。	 

	 

（２）ゴルフ関連団体及び企業からのゴルフ活性化施策の実施状況報告と提案	 

	 	 	 ＊「ゴルマジ」・・・リクルートライフスタイル	 	 資料参照	 

	 	 	 	 ・会員登録数:6,438 名(19 歳:1,123 名、20 歳:5,315 名)	 

	 	 	 	 ・施設アクション数:6,294 件（練習場:5,662	 ゴルフ場:632）8/14(水)現在	 

	 	 	 	 ■「ゴルマジ!プラス」8/1 スタート(ゴルマジ卒業生 21・22 歳対象)	 最大半額	 

	 	 	 	 ■Pick	 Up	 Data	 (メールマガジン 100 万通)「ゴルマジ!」会員の男女比率(過去 3 年)	 

	 	 	 	 ・女性会員は横ばい	 ・男性会員数減少	 ・男女比は 8:2	 	 ・女性のクーポン利用は少ない	 

	 	 	 ＊「楽ゴル：ゴルフスタートアッププロジェクト」・・・楽天	 	 	 資料参照	 

	 	 	 	 ・楽ゴル練習場クーポンの利用件数は年々増加傾向。7 月は 20 代前半も多い→新社会人	 

	 	 	 	 	 増加要因は岡山県 600 件あり、ゴルフパートナーとの取組で増加した。	 

	 	 	 	 ・女性は 25 歳で一度減少するが、26 歳以降増加する。	 

	 	 	 ＊「ゴルフのたすき」・・・ゴルフネットワーク	 	 	 資料参照	 

	 	 	 	 ■「ゴルフのたすき presens 教える人×教わる人 9 ホール Challenge2019」(2 人 1 組)	 

	 	 	 	 ・10/14(月・祝)	 於:取手国際 GC 東コース	 主催:住友ゴム工業㈱	 今年で 3 回目	 



	 	 	 	 	 定員:40 ペア 80 名	 参加費:15,000 円/ペア	 募集期間:8/8～9/13	 

	 

（３）各団体及び委員からの報告・連絡事項	 

	 	 	 	 	 	 ＊経済産業省「スポーツの成長産業化に向けた経済産業省における取組」	 

	 	 	 	 ■個別スポーツの需要喚起策可能性調査(案)の実施について	 資料参照	 

	 	 	 	 [調査期間]	 今秋～2020 年 3 月	 シンクタンク委託	 

	 	 	 	 	 	 	 	 [調査目的]	 個別スポーツの需要喚起策として、資源(インフラ)の活用、他産業との連携等

に加え、これらの取組を通じた地域活性化への貢献可能性を探る。	 

	 	 	 	 	 	 個別スポーツとしては、ゴルフ、ボウリング等を設定。これらは「する」スポーツとし

て、子供から高齢者まで広く一般的ではあるものの、一方で国内需要の伸び悩みにより、

業界は経営難を抱えているのが現状。	 

	 	 	 	 	 	 本調査では上記スポーツの需要喚起のため、今後、政府並びに業界として取り組むべき

事項について、業界団体等と連携して検討する。	 

	 	 	 	 [GMAC への依頼]	 ゴルフ業界の現状の課題や、ゴルフ需要拡大のため過去実施してきた活動、

そして、今後の取組等について意見を聞く機会を設けさせてほしい。(ヒアリング会社

より団体個別で実施)	 

	 

３．全体論議	 

	 (１)	 2019 年の GMAC 活動テーマ「女性ゴルファーの創造(開拓)」	 

	 	 	 ＊「0822 レジメ」に基づき討論、次回までに担当や進め方を決める	 

	 	 	 	 ■「ゴル女増やそう委員会」(8/1 開催)	 協議報告	 

	 	 	 	 	 参加者・喜田委員、嶋崎委員、平野委員、山岡氏(経産省)、杉田氏・小山氏(ゴル女委員)	 

	 	 	 	 	 別紙に基づき、平野委員より説明があった。	 

	 	 	 	 ■スポーツ庁「平成 30 年度女性スポーツ推進事業」の調査結果に基づき喜田委員より分析

考察が紹介された。	 

	 	 	 	 [今後の進め方]	 

	 	 	 	 	 ・GMAC として、ゴル女増やそう委員会と連携して戦略をつくる。	 

	 	 	 	 	 ・サミット会議に対し、GMAC の取組みを理解・賛同してもらう。	 

	 	 	 	 	 ・引き続き、関連情報の提供や、各団体が実行可能な施策等について意見交換	 

	 

４．委員会開催日程	 	 	 	 	 	 

11月度	 	 11月 14日(木)	 10:00~12:00       ゴルフダイジェスト社 
12月度	 	 12月 10日(火)	 委員会＆忘年会	 (場所未定) 
	 	 	 	 	  12月 11日(水)	 懇親ゴルフ	 (場所未定) 

 
以	 上	 
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